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中
長
期
の
財
政
見
通
し
は
。

　
　

令
和
２
年
度
の
基
金
繰
入
額
２
億
８

８
０
０
万
円
、
基
金
残
高
61
億
８
０
０
０

万
円
。
令
和
４
年
度
は
19
億
８
５
０
０
万

円
の
基
金
繰
入
予
定
だ
が
、
自
主
財
源
確

保
や
行
政
経
費
の
削
減
に
努
め
、
持
続
可

能
な
財
政
運
営
の
維
持
に
努
め
る
。

　
　

予
算
編
成
の
大
幅
な
見
直
し
が
求
め

ら
れ
る
。
本
市
が
導
入
し
て
い
る
枠
配
当

予
算
方
式
と
は
。

　
　

部
局
ご
と
に
一
般
財
源
の
一
定
割
合

を
削
減
し
た
基
準
額
を
配
分
し
、
そ
の
枠

内
で
予
算
要
求
を
行
う
方
法
。
令
和
４
年

度
の
予
算
編
成
で
は
約
２
億
３
０
０
０
万

円
の
削
減
効
果
が
あ
っ
た
。

　
　

令
和
４
年
度
当
初
予
算
に
つ
い
て
、

①
力
点
は
。
②
ス
ク
ラ
ッ
プ
・
ア
ン
ド
・

ビ
ル
ド
は
。

　
　

①
イ
オ
ン
島
原
店
行
政
サ
ー
ビ
ス
窓

口
「
と
る
っ
と
」
の
設
置
、
浄
化
槽
設
置

整
備
事
業
補
助
金
の
拡
充
、
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
バ
ス
の
利
便
性
向
上
な
ど
。
②
島
原

市
資
源
回
収
事
業
補
助
金
な
ど
合
計
13
事

業
、
約
７
０
０
万
円
の
皆
減
。
塵
芥
収
集

処
理
事
業
費
な
ど
約
１
７
０
０
万
円
の
減
。

　
　

自
主
財
源
の
確
保
に
つ
い
て
、
活
用

し
て
い
な
い
土
地
を
売
却
や
貸
付
地
に
す

る
な
ど
、
具
体
的
な
方
策
は
な
い
の
か
。

　
　

売
却
等
を
考
え
な
が
ら
取
り
組
ん
で

い
き
た
い
。

　
　

令
和
２
年
度
決
算
に
よ
る
未
収
金
約

３
億
４
０
０
０
万
円
の
見
解
は
。

　
　

適
正
な
債
権
管
理
を
行
う
こ
と
で
、

収
納
率
の
向
上
に
取
り
組
ん
で
お
り
、
減

少
傾
向
で
あ
る
と
理
解
し
て
い
る
。

　
　

市
単
独
補
助
金
の
見
直
し
に
つ
い

て
、
団
体
に
対
す
る
運
営
補
助
を
段
階
的

に
縮
減
し
て
い
く
べ
き
だ
と
考
え
る
が
。

　
　

平
成
29
年
度
以
降
、
14
件
の
１
６
０

０
万
円
を
廃
止
。
さ
ら
に
見
直
し
を
す
る

必
要
が
あ
る
。

【
そ
の
他
の
質
問
項
目
】

◇
雇
用
創
出

◇
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策

◇
看
護
、
介
護
、
保
育
職
の
処
遇
改
善

◇
高
規
格
道
路
（
島
原
道
路
）

　
　

　
　

子
育
て
に
優
し
い
ま
ち
づ
く
り
（
出

生
数
向
上
の
た
め
の
施
策
）
に
つ
い
て
、

①
結
婚
し
た
い
人
へ
の
サ
ポ
ー
ト
と
そ
の

成
果
、
②
不
妊
・
不
育
治
療
の
サ
ポ
ー
ト
、

③
子
育
て
支
援
策
で
特
に
力
を
入
れ
て
い

る
施
策
、
④
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
事
業

の
利
用
状
況
は
。

　
　

①
平
成
26
年
度
か
ら
島
原
ハ
ッ
ピ
ー

ラ
イ
フ
応
援
事
業
に
取
り
組
み
、
令
和
２

年
度
ま
で
に
12
組
が
成
婚
。
②
サ
ポ
ー
ト

事
業
に
よ
る
助
成
を
行
っ
て
い
る
。
③
２

人
目
か
ら
の
保
育
料
の
完
全
無
料
化
、
保

育
所
等
に
入
所
し
て
い
る
子
供
の
副
食
費

の
全
額
助
成
、
２
歳
ま
で
の
子
供
を
持
つ

方
に
す
こ
や
か
赤
ち
ゃ
ん
券
の
配
布
。
④

子
供
の
預
か
り
や
送
迎
に
関
わ
る
支
援

で
、
令
和
２
年
度
の
利
用
実
績
は
63
件
だ

が
、
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
減
少
し
て
い
る
。

　
　

教
育
の
充
実
（
魅
力
の
あ
る
、
特
徴

の
あ
る
学
校
づ
く
り
）
に
つ
い
て
、
①
生

徒
数
が
著
し
く
減
少
す
る
中
、
学
習
面
、

体
育
・
文
化
・
芸
術
な
ど
の
ク
ラ
ブ
活
動

面
、
社
会
性
を
育
む
上
で
の
影
響
は
。
②

小
・
中
学
生
の
市
外
へ
の
進
学
が
増
え
て

い
る
理
由
は
。

　
　

①
少
子
化
が
進
み
学
校
が
小
規
模
化

し
て
お
り
、
こ
こ
10
年
、
５
中
学
校
で
９

部
が
休
部
、
廃
部
と
な
り
、
今
後
は
部
活

動
の
維
持
そ
の
も
の
も
非
常
に
難
し
く
な

る
と
思
う
。
社
会
性
は
多
く
の
人
間
と
交

わ
る
こ
と
に
よ
り
育
っ
て
い
く
が
、
少
子

化
が
進
む
と
交
わ
り
そ
の
も
の
が
少
な
く

な
る
と
考
え
る
。
②
公
立
高
校
の
ア
ピ
ー

ル
が
足
り
な
い
の
で
は
な
い
か
と
県
教
委

と
協
議
し
た
。
市
内
中
学
校
に
配
布
す
る

各
高
校
の
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を
作
成
中
だ
と

聞
い
て
い
る
。

　
　

産
業
の
振
興
（
若
者
が
島
原
に
住
み

続
け
る
こ
と
が
で
き
る
た
め
の
就
業
支

援
）
に
つ
い
て
は
、
後
継
者
対
策
が
重
要

だ
と
思
う
が
。

　
　

企
業
立
地
促
進
・
雇
用
創
出
事
業
や

地
場
産
業
事
業
拡
充
促
進
事
業
な
ど
に
取

り
組
み
、
県
な
ど
関
係
機
関
と
連
携
し
た

島
原
半
島
企
業
説
明
会
の
開
催
や
ガ
イ
ド

ブ
ッ
ク
の
配
付
、
市
内
事
業
所
に
就
職
す

る
新
卒
者
や
Ｕ
Ｉ
タ
ー
ン
者
に
補
助
金
を

交
付
す
る
市
独
自
の
雇
用
拡
大
支
援
事
業

に
よ
り
雇
用
拡
大
に
努
め
て
い
る
。
ま
た
、

農
業
後
継
者
就
農
奨
励
金
や
農
業
次
世
代

人
材
投
資
事
業
に
よ
る
支
援
、
農
林
水
産

業
雇
用
促
進
事
業
に
取
り
組
み
、
島
原
雲

仙
農
協
で
は
新
年
度
か
ら
農
業
研
修
生
を

募
集
し
受
入
れ
を
始
め
ら
れ
る
。
水
産
関

係
で
は
、
市
漁
業
就
業
奨
励
金
や
ひ
と
が

創
る
持
続
可
能
な
農
村
推
進
事
業
に
よ
り

支
援
し
て
い
る
。

【
そ
の
他
の
質
問
項
目
】

◇
水
道
事
業
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